
日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

長ち
ょ
う
ふ
く
じ

福
寺
の
仏
像
が
県
指
定
に

　　
令
和
８
年
３
月
17
日
、長
福
寺（
松
尾
）の
木

造
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ
ら
い来
坐ざ

像ぞ
う

が
滋
賀
県
指
定
有
形
文

化
財（
彫
刻
）に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
仏
像

は
、昭
和
51（
１
９
７
６
）年
に
町
指
定
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
新
た
に
県
指
定

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
仏
像
が
伝
わ
っ
た
長
福
寺
は
、日
野

小
学
校
の
向
か
い
に
位
置
す
る
黄お

う
ば
く
し
ゅ
う

檗
宗
寺
院

で
す
。近
江
日
野
商
人
・
島し

ま
ざ
き﨑
了り

ょ
う
ぜ
ん善
親
子
が
主

導
し
、正

し
ょ
う

明み
ょ
う

寺じ（
松
尾
）を
再
興
し
た
黄
檗
宗
の

僧
・
龍

り
ゅ
う

渓け
い

性し
ょ
う

潜せ
ん

の
流
れ
を
く
む
僧
・
了り

ょ
う
お
ん音
を
招

い
て
、享き

ょ
う
ほ
う保
９（
１
７
２
４
）年
に
再
興
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
以
前
の
長
福
寺
の
姿
は
伝
わ
っ
て

お
ら
ず
不
明
で
す
が
、再
興
の
際
、毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

像
を
本
尊
と
し
た
こ
と
か
ら
、毘
沙
門
堂
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
後
、立
地
す
る
石い

し
は
ら
ち
ょ
う

原
町（
お
お
よ
そ

現
在
の
松
尾
２
区
あ
た
り
）の
人
々
に
よ
り
、

文ぶ
ん
せ
い政
３（
１
８
２
０
）年
、嘉か

永え
い

２（
１
８
４
９
）

年
に
鰐わ

に
ぐ
ち口
、明
治
19（
１
８
８
６
）年
に
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘
が

寄
進
さ
れ
る
な
ど
、篤
い
信
仰
を
受
け
て
き
ま

し
た
。

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　　
長
福
寺
に
は
、毘
沙
門
天
像
の
ほ
か
に
２
躯く

の
仏
像
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
１
躯
目
の
仏
像
が
今
回
、県
指
定
を
受
け
た

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
、平
安
時
代
後
期

（
11
世
紀
）に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
像
の
特
徴
は
、ノ
ミ
に
よ
る
彫ほ

り

跡あ
と

を

残
し
た
形
で
仕
上
げ
る「
鉈な

た

彫ぼ

り
」と
い
う

技
法
が
全
身
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
い
る

「
鉈な

た
ぼ
り
ぶ
つ

彫
仏
」と
い
う
こ
と
で
す
。鉈
彫
仏
は
滋
賀

や
そ
の
周
辺
地
域
で
は
比
較
的
珍
し
く
、長
福

寺
の
像
は
、滋
賀
県
で
２
番
目
に
古
い
鉈
彫
仏

と
し
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。技
法

的
に
も
、頭
部
、衣
服
な
ど
の
部
位
に
よ
っ
て

彫
り
の
深
さ
や
向
き
を
変
え
る
な
ど
、繊
細
で

丁
寧
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
点
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、長
福
寺
の
像
と
姿
形
、大
き
さ
、彫
り

の
く
せ
な
ど
が
ほ
ぼ
同
じ
仏
像
が
、兵
庫
県
尼

崎
市
の
法ほ

う
お
ん
じ

園
寺
に
伝
わ
っ
て
い
て
、同
じ
作
者

か
工
房
の
作
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、全
国
で
唯

一
、兄
弟
仏
が
存
在
す
る
鉈
彫
仏
で
あ
る
こ
と

も
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
像
は
現
在
、滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
造
十じ

ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん
の
ん音
立り

ゅ
う
ぞ
う像

　　
２
躯
目
の
仏
像
が
木
造
十
一
面
観
音
立
像

で
、明
治
44（
１
９
０
１
）年
に
国
指
定
有
形
文

化
財（
重
要
文
化
財
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
同
じ
く
平
安
時

代
後
期（
11
世
紀
）に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
頭
部
の
先
か
ら
足
の
先
ま
で
全
身
を
１
本

の
木
材
か
ら
彫
り
出
し
た
一い

ち
ぼ
く
づ
く
り

木
造
で
、細
身
で

す
っ
き
り
と
し
た
体
つ
き
と
優
美
な
姿
勢
、直

線
と
波
状
の
線
が
上
手
く
配
置
さ
れ
た
衣
の

表
現
な
ど
の
優
れ
た
姿
形
も
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
ち
ら
も
現
在
、滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館

に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
十
一
面
観
音
立

像
は
と
も
に
平
安
時
代
後
期
の
作
な
が
ら
、江

戸
時
代
の
長
福
寺
の
再
興
時
に
納
め
ら
れ
る

ま
で
の
来
歴
は
詳
し
く
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、こ
の
周
辺
地
域
に
古
く
か
ら
大
事
に
守

り
伝
え
ら
れ
て
き
た
像
と
考
え
ら
れ
、こ
の
地

の
人
々
の
信
仰
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

木
造
十
一
面
観
音
立
像（
長
福
寺
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像（
長
福
寺
）

近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」　
☎
0
7
4
8-

5
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0
0
0
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）
り
折
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時代の変化に対応し
だれもが輝き

ともに創るまち“日野”

郵送の場合はこの用紙を切り離し、
次の通り封書を作ってください。

①きりとり線（点線）に
沿って切り、中央を山
折りにします。

②のりしろにのりをつけ
て貼りあわせ、封書を
作ります。

③切手を貼らずにそのま
まポストへ投函してく
ださい。

0808

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和９年３月
31日まで

近江日野郵便局
承　　認

切手を貼らずに
お出しください

5 2 9 1 6 9 0

【お願い】
○提案に対する回答を郵送させていただきますので、氏名・
住所（番地まで）・連絡先を必ずお書きください。
　氏名や住所の記載がない場合などは、匿名扱いとなり、
お返事できませんので、ご了承ください。
○広報掲載の封書以外で提出いただく場合は、タイトルに
「住みよいまちづくりへの提案」と記載してください。
○寄せられた提案は、町長はじめ担当課職員が熟読させてい
ただきます。できる限り町政にいかせるよう、充分に検討
したうえで回答させていただきますので、回答までに時間
がかかることがあります。
○特定の個人や団体を誹謗・中傷するもの、感想のみのもの
など、内容によっては回答できないことがあります。
○お寄せいただいた提案は、「広報ひの」に掲載させていただ
く場合があります。その際に氏名の掲載はいたしません。
○担当課ですぐにお答えできるような質問については、電話
でお答えする場合もあります。

企画振興課　秘書広報担当
☎0748-52-6550　FAX 0748-52-2043
E-mail  kouhou@town.shiga-hino.lg.jp

住みよいまちづくりへの提案
アイデア・メッセージをお待ちしています

きりとり

　皆さんからのアイデアやメッセージをいただき、
まちづくりにいかし誰もが住みやすいまちにして
いくため、皆さんの「声」をお待ちしています。

●「住みよいまちづくりへの提案」をお寄せいただく
ための封書を下部に掲載しています。

●こちらに掲載している封書に限らず、電話・ハガキ・
FAX・E-mailなどでも受け付けていますので、ご意
見をお寄せください。

ひ　ぼう

日
野
町
河
原
一
丁
目
１
番
地

日
野
町
役
場

「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
」
係  
行

とう かん
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